
                          
 

R8A66172SP  
256x8-BIT MAIL-BOX 

  

 
RJJ03F0276-0100 Rev.1.00 2010.03.23       
page 1 of 12                                                                         

RJJ03F0276-0100
Rev. 1.00
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概要 
  

  R8A66172SP は、高性能シリコンゲート CMOS プロセス技術を用いた 256×8 ビット構成の完全 CMOS 型

共有メモリを内蔵し、A、B 2 つのアクセスポートを有するメイル・ボックスです。 
  A、B 両アクセスポートは、共有メモリに対して各々独立・非同期に読み出し、書き込み動作を可能とす

るために、独立したアドレス、/CS、/WE、/OE の制御系端子と I/O 入出力端子を持っています。また、両ポ

ートから同一アドレスを競合選択した時のアクセスポート調整用アービトレーション機能を内蔵しています。 
 R8A66172SP は M66220FP の後継製品です。 

 
特長 
 
 ● メモリ構成 256×8 ビット構成 
 ● 高速アクセス アドレスアクセスタイム 20ns(標準：Sim 値) 
 ● A、B 両ポートからの完全非同期アクセス可能 
 ● 完全スタティック動作 
 ● ポート・アービトレーション機能内蔵 
 ● 低消費電力 CMOS 設計 
 ● Not Ready 出力端子付き（N チャネルオープンドレイン出力） 
 ● I/O 出力は 3 ステート出力 
 ● 広動作電源電圧範囲 Vcc=5V または 3.3V 単一電源で動作可能 
 ● 広動作温度範囲 Ta=－40～85℃ 
 
用途 
 
 ● MPU 間のデータ転送用メモリ、画像処理系のバッファメモリなど 
 
ピン接続図（上面図） 
 

外形 : 48pin SSOP 
 

GND 1 48 Vcc

CSA 2 47 CSB

WEA 3 46 WEB

Not Ready A 4 45 Not Ready B

OEA 5 44 OEB

A0A 6 43 A0B

A1A 7 42 A1B

A2A 8 41 A2B

A3A 9 40 A3B

A4A 10 39 A4B

A5A 11 38 A5B

A6A 12 37 A6B

A7A 13 36 A7B

N.C. 14 35 N.C.

N.C. 15 34 N.C.

I/O0A 16 33 I/O7B

I/O1A 17 32 I/O6B

I/O2A 18 31 I/O5B

I/O3A 19 30 I/O4B

I/O4A 20 29 I/O3B

I/O5A 21 28 I/O2B

I/O6A 22 27 I/O1B

I/O7A 23 26 I/O0B

GND 24 25 Vcc

N.C.：無接続

Aポート
アドレス入力

ノットレディ出力

Aポート
データ入出力

Bポート
アドレス入力

Bポート
データ入出力

ノットレディ出力

チップセレクト入力

ライトイネーブル入力

出力イネーブル入力 出力イネーブル入力

ライトイネーブル入力

チップセレクト入力
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ブロック図 

 
 
機能概要 
 
 R8A66172SP は、マルチポート方式で使用する MPU 間のデータ転送用に最適なメイル・ボックスです。 
256×8 ビット構成の共有メモリに対し A、B 2 つのアクセスポートは各々独立・非同期に読み出し、書き込

み動作が可能です。 
また、他方の MPU が共有メモリをアクセスしているか否かにかかわらず共有メモリへのアクセスが可能

なため、マルチポート方式のプロセッサ・システムの性能を大幅に向上させることができます。 
 MPU が A、B 両ポートから共有メモリの同一番地を競合選択した場合にもチップに内蔵されたアービト

レーション機能により先着ポートを判断してアクセスを優先して受け付けます。後着ポートに対しては 
/Not Ready 信号"L"を出力すると共に MPU からのアクセスを無効とします。 
 メモリへの書き込み動作は、アドレス入力 A0～A7 で番地を指定し、/CS 入力を"L"にして I/O データ入出

力を入力モードにし、/WE 入力を"L"にすると、そのときの I/O 端子のデータが書き込まれます。 
 読み出し動作は、/WE を”H”、/CS 及び/OE 入力を”L”にして I/O データ入出力を出力モードにし、A0～A7
で番地を指定すると、指定された番地のデータが I/O 端子に出力されます。 
 /CS を"H"にするとチップは読み出しも書き込みもできない非選択状態になります。このとき出力はフロ

ーティング状態(高インピーダンス状態)になりますので、他チップとの OR タイが可能です。/OE を"H"にす

ると出力はフローティング状態になります。I/O バス方式で使用する場合、書き込み時/OE を"H"にするとバ

ス上での入力と出力データの衝突が避けられます。また/CS を Vcc にした場合フルスタンバイ状態になり、

消費電流 ICC は極めて少ない状態になります。（表 1、表 2 参照） 
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表１ 各ポートのモード設定 （A0A～A7A≠A0B～A7B） 
Ａポート入力 Ｂポート入力 フラグ 

CSA WEA OEA CSB WEB OEB Not  
Ready A

Not 
Ready B

動   作 

H X X X X X H H A ポートは非選択モードに設定される 
X X X H X X H H B ポートは非選択モードに設定される 
L L X X X X H H A ポートはメモリに対して書き込みモードに設定される 
L H L X X X H H A ポートはメモリに対して読み出しモードに設定される 
X X X L L X H H B ポートはメモリに対して書き込みモードに設定される 
X X X L H L H H B ポートはメモリに対して読み出しモードに設定される 

 
表２ 各ポートの基本機能 

CS WE OE モード I/O 端子 ICC 
H X X 非選択 高インピーダンス スタンバイ電流 
L L X 書き込み DIN 書き込み動作時の電流

L H L 読み出し DOUT 読み出し動作時の電流

L H H - 高インピーダンス モード待ち状態の電流
 
 X ："L"または"H"のいずれかです。 
"H"：High レベル "L"：Low レベル 
 
機能説明 
■アービトレーション機能  
 R8A66172SP は、共有メモリに対して 2 つの独立したポートから非同期にアクセス可能なため、マルチ・

ポート方式で使用されるプロセッサ・システム全体の効率を大幅に向上できます。この反面、2 つのポート

が独立・非同期でアクセスするために、両ポートからのアドレス設定により共有メモリの同一番地が競合選

択される可能性があり問題となります。同一番地が競合選択された場合、両ポートからのアクセスモード設

定により 4 通りの基本動作が考えられます。 
 A ポート B ポート 
(1) 読み出し 読み出し 
(2) 読み出し 書き込み 
(3) 書き込み 読み出し 
(4) 書き込み 書き込み 

 
 この場合(1)のように両ポートが各々読み出しモードで動作している場合は両方に正しいデータが読み出さ

れメモリ内容が壊されることもなく特に問題はありません。しかし、(2)、(3)のように一方のポートが書き

込みモードで、他方のポートが読み出しモードで動作した場合は書き込みは正しく行われますが、読み出し

動作中の逆ポートの読み出しデータが同一サイクル期間中に変化する可能性があり問題となります。また(4)
のように両ポートが書き込みモードの場合には、書き込むデータが異なるとメモリの内容が不定となる可能

性があり結果は保証されません。 
 R8A66172SP では、このような問題を解決するために、両ポートからアドレスが競合選択された場合の調

停機能(アービトレーション機能)回路を内蔵しています。このアービトレーション機能は、A、B ポートの

アドレスがどちらが先に確定したかを判断し、先着側ポートに無条件でポートアクセスの優先権を与えます。

（このとき/Not Ready 信号は"H"状態のまま）  
また、後着側ポートに対しては、後着ポート側の/Not Ready 出力に両ポートのアドレスが一致している期間

中、読み出し・書き込み動作には無関係に"L"が出力されると同時に、MPU からの後着側ポートへの書き込

みは受け付けません。その後、先着ポートのアドレスが変化して両ポートのアドレスが一致しなくなれば

/Not Ready 出力は"H"に解除され、停止されていた後着ポートのアクセスが受け付けられます。また、両ポ

ートからのアドレス入力により同一番地を全く同時に選択した場合にも、チップ内のアービトレーション機

能の判定により、一方のポートのみアクセスを受け付け、他方のポートに対しては/Not Ready 出力に"L"を
出力し、MPU からのアクセスは無効となります。ポートアービトレーション機能とポートアクセスの関係

を表 3、表 4 に示します。 
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■アービトレーション機能とポートアクセス 
  
コンテンション No.1（アドレスコントロール） 
 
 /CSA=/CSB="L"に設定されている状態で A、B 両ポートからのアドレス入力設定により共有メモリの同一

番地が選択された場合のポートアクセス状態と/Not Ready 信号の出力状態を表 3 に示します。 
 
表 3 アドレス入力によるコンテンション処理 （/CSA=/CSB="L"） 

A ポート B ポート 同一番地選択時 
のアドレス設定 モード設定 アクセス Not Ready A モード設定 アクセス Not Ready B
A ポート先着 読み出し ○:受け付ける H 読み出し ○:受け付ける L 
B ポート先着 読み出し ○:受け付ける L 読み出し ○:受け付ける H 
A ポート先着 読み出し ○:受け付ける H 書き込み ×;受け付けない L 
B ポート先着 読み出し ○:受け付ける L 書き込み ○:受け付ける H 
A ポート先着 書き込み ○:受け付ける H 読み出し ○:受け付ける L 
B ポート先着 書き込み ×;受け付けない L 読み出し ○:受け付ける H 
A ポート先着 書き込み ○:受け付ける H 書き込み ×;受け付けない L 
B ポート先着 書き込み ×;受け付けない L 書き込み ○:受け付ける H 

A,B ポート同時 Arbitration Resolved Arbitration Resolved 
 
 
 
コンテンション No.2（CS コントロール） 
 
 A0A～A7A=A0B～A7B の状態で A、B 両ポートからの/CS 入力が有効状態に設定され共有メモリの同一

番地が選択された場合のポートアクセス状態と/Not Ready 信号の出力状態を表 4 に示します。 
 
表 4  CS 入力によるコンテンション処理 （A0A～A7A=A0B～A7B） 

A ポート B ポート 同一番地選択時 
の CS 入力設定 モード設定 アクセス Not Ready A モード設定 アクセス Not Ready B

A ポート先着 読み出し ○:受け付ける H 読み出し ○:受け付ける L 
B ポート先着 読み出し ○:受け付ける L 読み出し ○:受け付ける H 
A ポート先着 読み出し ○:受け付ける H 書き込み ×;受け付けない L 
B ポート先着 読み出し ○:受け付ける L 書き込み ○:受け付ける H 
A ポート先着 書き込み ○:受け付ける H 読み出し ○:受け付ける L 
B ポート先着 書き込み ×;受け付けない L 読み出し ○:受け付ける H 
A ポート先着 書き込み ○:受け付ける H 書き込み ×;受け付けない L 
B ポート先着 書き込み ×;受け付けない L 書き込み ○:受け付ける H 

A,B ポート同時 Arbitration Resolved Arbitration Resolved 
 
”H”：High レベル、”L”：Low レベル 
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絶対最大定格 ( 指定のない場合は、Ta=-40～85℃ ) 
 

記 号 項  目 条  件 定 格 値 単位 
VCC 電源電圧  -0.5～+7.0 V 
VI 入力電圧  -0.5～VCC+0.5 V 
VO 出力電圧  -0.5～VCC+0.5 V 
Pd 最大消費電力 Ta=25℃ 700 mW 
Tstg 保存温度  -65～150 ℃ 

 
 
推奨動作条件 ( 指定のない場合は、Ta=-40～85℃ ) 
 

規 格 値 
記 号 項  目 

最 小 標 準 最 大 
単位 

5.0V 対応 4.5 5.0 5.5 V VCC 電源電圧 
3.3V 対応 3.0 3.3 3.6 V 

GND 電源電圧   0  V 
VI 入力電圧  0  VCC V 
VO 出力電圧  0  VCC V 
Topr 動作周囲温度  -40  85 ℃ 

 
 
電気的特性  ( 指定のない場合は、Ta=-40～85℃, VCC=5.0±0.5V または 3.3±0.3V ) 
 

規 格 値 
記 号 項  目 測定条件 

最小 標準 最大 
単位

VIH "H"入力電圧  0.75xVCC   V 
VIL "L"入力電圧    0.25xVCC V 
VOH "H"出力電圧(I/O) IOH=-2mA VCC-0.6   V 
VOL "L"出力電圧(I/O) IOL=4mA   0.5 V 

VOL オープンドレイン"L"出力電圧
(/Not Ready) IOL=8mA   0.5 V 

IIH "H"入力電流 VI=VCC   10 uA 
IIL "L"入力電流 VI=GND   -10 uA 

IOZH オフ状態"H"出力電流 /CS or /OE≧VIH 
VO=VCC   10 uA 

IOZL オフ状態"L"出力電流 /CS or /OE≧VIH 
VO=GND   -10 uA 

ICC 静的消費電流 
（アクティブ時） 出力端子開放   60 mA 

ISB1 両ポートスタンバイ電流 /CSA、/CSB=VIH   5 mA 

ISB2 1 ポートスタンバイ電流 /CSA or /CSB=VIH 
ｱｸﾃｨﾌﾞﾎﾟｰﾄ出力端子開放   30 mA 

ISB3 両ポートフルスタンバイ電流 /CSA、/CSB=VCC 
他入力 VIN=VCC or GND   0.1 mA 

ISB4 1 ポートフルスタンバイ電流 
/CSA or /CSB=VCC, 
他入力 VIN=VCC or GND 
ｱｸﾃｨﾌﾞﾎﾟｰﾄ出力端子開放 

  15 mA 

CI 入力容量    10 pF 
CO オフ時出力容量    15 pF 
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スイッチング特性  ( 指定のない場合は、Ta=-40～85℃, VCC=5.0±0.5V または 3.3±0.3V ) 
 

リードサイクル 
 

5.0V 規格値 3.3V 規格値 
記 号 項  目 

最小 標準 最大 最小 標準 最大
単位

tCR リードサイクル時間 70   80   ns 
ta(A) アドレスアクセス時間   70   80 ns 
ta(CS) チップセレクトアクセス時間   70   80 ns 
ta(OE) 出力イネーブルアクセス時間   35   40 ns 
tdis(CS) チップセレクト後出力ディスエーブル時間(注 1)   35   40 ns 
tdis(OE) 出力イネーブル後出力ディスエーブル時間(注 1)   35   40 ns 
ten(CS) チップセレクト後出力イネーブル時間(注 1) 2   2   ns 
ten(OE) 出力イネーブル後出力イネーブル時間(注 1) 2   2   ns 
tv(A) アドレス後データ有効時間 5   10   ns 

 
タイミング必要条件  ( 指定のない場合は、Ta=-40～85℃, VCC=5.0±0.5V または 3.3±0.3V ) 
 

ライトサイクル 
5.0V 規格値 3.3V 規格値 

記 号 項  目 
最小 標準 最大 最小 標準 最大

単位

tCW ライトサイクル時間 70   80   ns 
tw(WE) ライトパルス幅 45   45   ns 

/WE コントロール 10   10   ns 
tsu(A) アドレスセットアップ時間 

/CS コントロール 0   0   ns 

tsu(A-WEH) / WE の立ち上りに対するアドレス 
セットアップ時間 65   65   ns 

tsu(CS) チップセレクトセットアップ時間 
(/ WE に対して) 65   65   ns 

tsu(D) データセットアップ時間 40   40   ns 
th(D) データホールド時間 0   0   ns 
trec(WE) ライトリカバリー時間 0   0   ns 
tdis(WE) ライト後出力ディスエーブル時間 (注 1)   35   40 ns 

tdis(OE) 出力イネーブル後出力ディスエーブル時間 
(注 1)   35   40 ns 

ten(WE) ライト後出力イネーブル時間 (注 1) 0   0   ns 
 注 1：測定回路の負荷条件おいて、出力が定常状態から”VCC x10％”または”VCC x90％”変化するまでに要する時間。 
    このパラメータは保証されますが、出荷時のテストは行われません。 
  
 
ノットレディタイミング  ( 指定のない場合は、Ta=-40～85℃, VCC=5.0±0.5V または 3.3±0.3V )  

5.0V 規格値 3.3V 規格値 
記 号 項  目 

最小 標準 最大 最小 標準 最大
単位

tNAA アドレスからの/Not Ready アクセス時間   50   50 ns 
tNDA アドレスからの/Not Ready ディスエーブル時間   50   50 ns 
tNAC /CS からの/Not Ready アクセス時間   50   50 ns 
tNDC /CS からの/Not Ready ディスエーブル時間   50   50 ns 

tAPS アービトレーションプライオリティ 
セットアップ時間 15   15   ns 

tNO /Not Ready からのデータ出力アクセス時間   0   0 ns 
tNW /Not Ready からのライトホールド時間 65   65   ns 
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タイミング図 
 
リードサイクル（WE=VIH） 
 
 リードサイクル No.1 (アドレスコントロール)  (CS=OE=VIL) 
 

 
 
 リードサイクル No.2 (CS コントロール) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前サイクルデータ 　　データ出力確定

tv(A)

ta(A)

tCR

tv(A)

A0～A7

I/O0～I/O7
(DOUT)

  データ出力確定

ta(A)

tCR

A0～A7

CS

OE

I/O0～I/O7
(DOUT)

ta(CS)

ten(CS)

ten(OE)

ta(OE)

高インピーダンス

tdis(CS)

tdis(OE)
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ライトサイクル 
 
 ライトサイクル No.1 (WE コントロール) 注 2, 3, 4, 5 参照 

 
ライトサイクル No.2 (CS コントロール) 注 2, 3, 4, 5 参照 

注 2：アドレス入力変化時には、そのポートの/WE を"H"にする必要があります 
3：書き込み動作は、/CS と/WE が"L"のオーバーラップ期間中に行われます。 
4：I/O 端子が出力状態にあるとき、外部から逆位相の信号を印加しないでください。  
5：斜線部は"H"、"L"のいずれの状態でもよい。 

  データ入力確定

tsu(A-WEH)

tCW

A0～A7

CS

WE

I/O0～I/O7
(DIN)

tsu(A)

th(D)

tsu(CS)

tw(WE) trec(WE)

tsu(D)

I/O0～I/O7
(DOUT)

tdis(OE)
OE

データ入力確定

tsu(A-WEH)

tCW

A0～A7

CS

WE

tsu(CS)

I/O0～I/O7
(DIN)

th(D)tsu(D)

I/O0～I/O7
(DOUT)

tsu(A) trec(WE)

tw(WE)

tdis(WE)ten(CS)
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コンテンションリードサイクル（WE=VIH、OE=VIL） 
 
 コンテンションリードサイクル No.1 (アドレスコントロール)  注 6, 7 参照 

 
 
コンテンションリードサイクル No.2 (CS コントロール)  注 6, 8 参照 
 

 
       注 6：先着ポートの/Not Ready 出力は"H"のまま保持される。 

7：アドレス入力確定以前に/CS が"L"に設定されている場合である。 
8：/CS の"L"遷移に先立ってアドレス入力が確定している場合である。 

＊アドレス一致

  データ出力確定

＊：アドレスA=アドレスB

アドレスA & B

CSA

(CSB)

tAPS

Not Ready B

(Not Ready A)

tNAC tNDC

I/O0B～I/O7B
(I/O0A～I/O7A)

ten(CS) tNO

ta(CS)

CSB

(CSA)

＊アドレス一致 アドレス不一致

＊  

前サイクルデータ データ出力確定

＊：アドレスA=アドレスB

tAPS

アドレスA
(アドレスB)

I/O0B～I/O7B

tv(A)

アドレスB
(アドレスA)

tNAA

Not Ready B

tNDA

(Not Ready A)

(I/O0A～I/O7A)

tNO

ta(A)
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コンテンションライトサイクル  
 コンテンションライトサイクル No.1 (WE コントロール)  注 2, 4, 6, 7 参照 

   
コンテンションライトサイクル No.2 (CS コントロール)  注 2, 4, 6, 8 参照 

 
 

＊アドレス一致 アドレス不一致

＊  

 データ入力確定

＊：アドレスA=アドレスB

tAPS

アドレスA
(アドレスB)

アドレスB
(アドレスA)

tNAA

Not Ready B

tNDA

(Not Ready A)

WEB

tNW
tsu(A-WEH)

tw(WE)

tsu(D) th(D)

ten(WE)tdis(WE)

(WEA)

I/O0B～I/O7B
(I/O0A～I/O7A)

(DIN)
I/O0B～I/O7B

(I/O0A～I/O7A)
(DOUT)

tsu(A)

＊アドレス一致

 データ入力確定

＊：アドレスA=アドレスB

アドレスA & B

CSA

(CSB) tAPS

Not Ready B

(Not Ready A)

tNAC tNDC

tNW

CSB

(CSA)

WEB

tsu(CS)
tw(WE)

(WEA) tsu(D) th(D)

ten(WE)tdis(WE)

(WEA)

I/O0B～I/O7B
(I/O0A～I/O7A)

(DIN)
I/O0B～I/O7B

(I/O0A～I/O7A)
(DOUT)

ten(CS)
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スイッチング特性測定条件 
 
入力パルスレベル    ：VIH=VCC, VIL=0V 
入力パルス上昇、下降時間：tr, tf=5ns 
入力タイミング基準電圧 ：VCC x50% 
出力タイミング判定電圧 ：出力遷移 L-H,H-L は VCC x50%. 
             出力遷移 L-H,H-L 以外は出力が定常状態から VCCx10％または VCCx90％ 
             へ変化する点. 
 
 

測定回路
  VCC

　入力 VCC 　出力 RL=1KΩ (1)パルス発生器(P.G.)の特性(10％～90％)
tr＝5ns、tf＝5ns、Zo＝50Ω

SW1 (2)静電容量CLは結線の浮遊容量及びプローブ

  の入力容量を含みます。

SW2 CL： 
５０Ω GND CL I/O pin -- 100pF (ten,tdis以外)

RL=1KΩ I/O pin --     5pF (ten,tdis)
/Not Ready pin -- 50pF

開

閉

 

 

P.G. 被測定
素子

L-Z,　Z-L
H-Z,　Z-H

出力遷移
L-H,　H-L

SW1
開

SW2
開

 
 

閉

開

 

  
 



 
 

R8A66172SP  
  

 
RJJ03F0276-0100 Rev.1.00 2010.03.23       
page 12 of 12                                                                         

外形図 
 

パッケージ RENESAS Code Previous Code 
48pin SSOP PRSP0048ZB-A 48P2X-A 
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